
こどもは興味があることに気が移りやすく、周囲を気にせず道路に飛び出すこと

があるので、こどもを見かけたら「車に気づいていないかもしれない」と考えて、速

度を落としましょう。

特に冬道は、路肩の雪山によって死角になる場所が多くなっているので、横断歩

道付近では、まわりに渡ろうとしているこどもがいないか、速度を落として慎重に確

認しましょう。

いつも通り慣れた道の近くに学校やこどもたちが集まる施設はありませんか？

学校付近ではスクールゾーンが設置され、速度や通行方法等が時間帯や

曜日で変わる場所があります。

登下校時間帯は、こども達が集中するスクールゾーンを避ける

など、出発前に走行ルートの交通状況を確認しましょう。
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ポケットに
手を入れて
歩くとあぶない

こおった道は
車がすべって
止まれない

足もとばかり
みて歩くと
あぶない!

雪山から顔を少し出して、車が近づいて
いないか、目や耳で確認しよう。

歩いている人が
雪山にかくれて

車をうんてんしている人
から見えていない

イヤーマフ（耳当て）や
ぼうしで耳がかくれると
まわりの音が聞こえにくい

車がしっかり止まってから道路を渡ろう。


